Promise

カァン

カァン

カァン　…　…

タイという国の暑くそして青い空に鐘の音が3つ鳴り響いた。

俺はその音を聴いて、眼を閉じた。

思い浮かぶのは　あの　光景

その瞬間、彼は…微笑んでいた。

----　俺が　支払った　あまりに　大きな　代償

「もし、お前が俺の命を奪わなければならねぇ時は、迷わず撃てよ」

笑いながらそういった俺に一は笑いながら頷いた。

一の胸に光る銃弾。

それは実弾だった。

裏では完全に銃社会と化しているタイで、

腕の良い職人にペンダントにしてもらった銀の弾。

すぐに外し、銃に込められるのだと言う。

俺は、その弾は、「俺を殺すために使え」。

いつも一にそういっていた。

一の胸にいつもつながる銃弾。その銃弾で彼に殺されるなら

本望だった。

殺るか殺られるかの世界。

そんな世界に身を投じてしまえば、

死はいつも隣り合わせなのだ。

「兄さんたち、いつまで寝てるのよ。私だって、忙しいのよ。」

眼を開けた俺の視界に飛び込んできたのは一の妹、雪の顔。

凛とした美しさと、芯の通った風格。

正直に言えば、一の妹にして置くにはもったいないくらいだ。

雪の店で泥酔し、その場の床で寝込んだ俺達を、

彼女は箒を持ち出し、それで掃く仕草さえはじめる。

「まったく、酒が入ると男はどうしようも無いわね。」

あきれながらそういう雪に、一は反論しようとしたが、

俺は手を出して静止した。俺は雪には逆らえない。

理由はわからないが、彼女のきれいなオーラのせいだろう。

「雪姐の言うとうりさ。邪魔した。」

素直に謝った俺に、雪は美しく微笑むと

「ほら、頼まれてた銃。」

側にあったテーブルの上に置いた女物のバックから

まるで、タバコを投げてよこすかのように、簡単に銃を投げてよこした。

彼女は俺に負けない銃の使い手だった。

そんな彼女を観ると、俺はいつも思うのだ

一の妹という立場の彼女がとてもうらやましいと。

組織や、派閥、そんな事で揺らぐことは無い、一の妹という立場。

どんなときでも彼の側にいて、当然の彼女が、うらやましかった。

俺には堅気の弟が居た。香港に残してきた。

きっと奴は俺を恨んでいる。

二度と、合うことは…ないだろう。

これが、妹だったら、また違ったのだろうか？

「お前を、女にしておくのはもったいないな。

いや、一の妹だって、もったいないくらいだよ。」

思わずつぶやいた俺に、雪は

「私は、女であることを十分楽しんでいるわ。

男にはなりたくないわね。

ただ、時々、なんとなく兄さん達がうらやましいときはあるけど。

それでも私は、女でよかったもの。それに…

貴方はいつも私達を“家族”だって言ってるじゃない。

あれは嘘かしら？」

そういった彼女の微笑は本当に美しかった。

鐘の音の余韻さえも響きおわると、俺はそっと目を開けた。

血の味の本当の苦さを知ったのも

赤い血が流れる恐怖を知ったのも

そして、

“約束”

が、何よりも残酷だと知ったのも…

一は俺を守るために、あの頃の俺をあの弾丸で殺したのだ。

そして、このタイという国の暑い空の下。

あの兄妹に届くことの無い絵葉書を、

俺はそっと胸に抱いた。

